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• このたびはサンポット石油暖房機をお買いあげいたださまして、まことにありびとラございました。 
• この機器は、消費生活用製品安全法の『特定保守製品』に指定されています。 

ご使用の前に、『所有ち票』（製品に添付）を返送していたださ、所有者登録を行ってください。 
■お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ストーブを家族全員で正しくご使用ください。 
なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事はを険です。据付け工事は販売店や専門業萄こご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合ち同じです。） 

• 商品には保証書を添付しております。 

保証書はよりよい製品作りやアフターヴービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数でずが所定事 I 頁のご記入をご確認のラえ、必ず保証書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
<ださい。 
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I 特にを意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 

この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項が 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 

♦ここに示した事項は警告、么注意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負う 
可能性、または火災の巧自剖まび想定される内容を示していまず。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラ 
可能性や物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


イラスト（まんび）の横に 

&嚷) 

:ある マー クは次のように表しています。 

® ⑩透 h -。 

禁止 

〇處 

マー ク 

指/で 

A 

マー ク 

、、 ■ ■ ■ 

局 


ご使用前に 
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I 特にミ主意していただをたいことっづき 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

• ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使 
用しないで < ださい。 

火災の原因になります。 



給排気筒（管、ホース）がれを険 

•給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用し 
ないでください。 

かれていると運お中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



給排気筒トップ閉そくを険 

• 給排気筒トップの周りび雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るとさは、除雪してください。 

閉そくしていると運輯中に排ガスび室内に 
漏れて、を険です。 


0 



巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類び落下して火びつを、火災の原因にな 
ります。 




温風吹出口をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□を 
ふさびないで < ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原因にな 
ります。 



スプレー 吿厳禁 

•スフレー生やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、ストーブの上や前に（周囲に）放置し 
ないで < ださい。 

熱で生の圧力び上がり、爆発して危険です。 


0 
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安全のために必ずお守りください 


么警告 ( WARNING ) 


定期点検の実施 

•定期的 （2 年に1回程度）に点検-整備を 
受けてください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者 
のいる店に依頼してください。 

ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

■お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼< 
ださい。 

(ストーブを移設させる場合ち同じでず。） 


〇 



0 



A 注意 ( CAUTION ) 


カーテン、可燃物近接禁止 

• カーテンや燃えやすいをのを近づけないでく 
ださい。 

义災び発生するおそれびあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例 （3 己 
〜36ページ）を参照してください。 


0 


つ 



出 



給油時消乂 

•火災のおそれびありますので、給油は、必 
ず消火し、火の気のないところで行ってく 
ださい。 


〇 



異常時使用禁止 

•万一異常を感じたとさは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれびあります。 


0 


q かし。うっ 

おみ 

IaLJcJ 



温風(し直接あたりない 

•温風に直接長時間あたらないでください。 
低温やけどや日な水症状になるおそれがあり 
ます。 


0 
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I 特にミ主意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部（温風吹出 □ 
など）、排気筒(給排気筒トップ）に手など 
ふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 



指や異物を入れない 

•温風吹出□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでください。 

けびや义災のおそれびありまず。 


0 


入れなぃ夕 

—巧 



腰をかけたり物をのせない 

•ス I ブの上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。 

ストーブの故障ややけどのおそれびあります。 
• ストーブの上になびんや水を入れたちのなど 
を置かないで < ださい。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 


分解修理の禁止 

•故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 



改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
I 'ーブゃ排気筒には床暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

火災や排ガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トツプの近くに、灯油や可燃物な 
ど引火のおそれのあるちのを置かないで< 
ださい。 

义災のおそれびあります。 


0 

0 








5 













































安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


特殊な場所での使用禁止 

•ス1ブは居室の暖房用としてつく 5れたち 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、ク IJ - ニン 
グ店' 美容院など化学薬品を使用ずる場所で 
は使用しないでください。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 


0 



マントルピース内据付け禁止 

•マントルピース内には据付けないでください。 
ス I -ーブび故障したり、火災の原因になり 
ます。 


0 


I 1 


I 1 


I r 



I 1 


1 I 


□ 


口 


高地ミち意 

•標高 I OOOm 未満でご使用ください。 

標高 I OOOm 〜 I 已 00 m で使用する場合は調 
藝び必要です。 


(詳しくは、工事説明書の延長給排気方式 


高地使用時の工事方法 I を参照してください。） 
そのまま使用しますと、空気不足となり、異 
常燃焼の原因になります。 

■標高 I 已 00 m じ(上では使用でをません。 

電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をの 
せたりしないでください。また、電源プラ 
グを巧くとさは、コードを持って引さ抜か 
ないでください。 

火災や感電の原因になります。 


A 



0 



電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセント 
は使用しないでください。） 

火災の原因になりまず。 

•めれた手での抜さ差しはしないでください。 
感電の原因になります。 



ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

•長期間使用しないとをは、電源プラグを巧 
いてください。 

义災ゃ予想しない事故の原因になります。 


C 



電源プラグのお手入れをずる 

•とさどきは電源プラグを抜さ、ほこり（及 
び金属物）を除去してください。 

(ほこりがたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）义災の原因になります。 




油漏れ確認 

•油タンク-ゴム製送油管-接続部およびス 
I ブなどか5灯油漏れがないことを確認 
の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると火災のおそれびありまず。 



お願い （ NCmCE ) 


な油の廃棄 

•巧油の廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


7 



















■ほ用ずる場所 


ス I ブをち全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

場所の選定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （3 己〜3巨ぺージ参照) 


■効果的に使用ずるために 


•冷たいか気に接する窓ざねや壁側に据付けると、を気が暖め5れて対流しますので効果的です。 
•ス I ブの前方に障害物びあると、部屋の温度にむ5びでさる原因になりまず。 


次の場所では使用しないでください。义災や予想しない事故の原因になります。 


•水平でない場所、不安定な場巧 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 
付近に燃えやすいちのびある場所 
階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 
•マントルピース 内 
■温室、飼育室など人のいない場所 


ご使用前に 
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き部のなまス 

■外観図 

【正面外観図】 


上面板 


のぞさ窓 


置台 



表示部.操作部 


ルーパ 
(温風吹出口） 

IJ セツトボタン 


定油面器（内部) 
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【背面外観図】 


不完全燃焼防止装置 
娘知部） 

室温ヴー5スタ 
(ルームセンサー） 


壁固定金具 

排気管巧け 
検知 U - ド線 

給気ホース 

電源プラグ 



対流フイルタ取付ねじ 


対流フイルタ 

対流ガード（内側） 
闲流巧送風機） 


排気管 ストッパー 

排気管エルボ 
給扫扇筒 


ご使用前に 
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^^各部のなまスつづき 

■表示部-操作部 

•運転スイッチを「入」にすると表示部にオレンジ色のバックライト（照明）び点なします。 


セー プポタン ] 

セーブ ランプ（グ u— ン） 


チャイルド□ック表示 

セーブ運転の開始及び解除 

ソ 

•点灯…セーブ運転中 
•点滅…セーブ運転中に室温 
が設定室温より 2’C 
上昇した場合 
(消义中ち点滅） 

表示…チャイルド□ック「入」 

(23 ページ、 チャイルド□ック 参照） 

^ J 

自動.手動ボタン 、 



[ 午前•午後表示 

自動.手動運転の切換え 


午前-午後の表示 


I c » - ム 設定室温 



設定切換ポタン 

• 一度巧すごとに下記に切換る 
•運転スイッチ「切」の場合 
广「時刻合せ」を表示…時刻合せ 

I 

「タイマー合せ」を表示…タイマー時刻合せ 

I 

L 現在時刻を表示（時刻を設定 
していないときは初期表示 
を表 W ) 

(時刻合せ、タイマー時刻合せ 
に切換えて10砂 L ソ上操作を行 
わないと現在時刻表おに戻る） 
•運転スイッチ「入」の場合 
广 r 時刻合せ」を表示…時刻合せ 

I _ 

「タイマ— 合せ」を表の'''タイマ—時刻合せ 

I 

L 設定温度または火力と現在温 
度を表 w 

(時刻合せ、タイマー時刻合せ 
に切換えて10巧しソ上操作を行 
わないと設定温度または义力 
と現在温度表示に戻る） 


タイマー合は表示 

点む...液晶表示部がタイマー時刻の設定を 
表お中 

点滅'' 'タイマー時刻の設定中 



時刻合は表示 


点な‘ • ‘液晶表示部が現在時刻の設定を表示中 

点滅…現在時刻の設定中 


タイマーランプ（グ U — ン) 

点む'' 'タイマー点义予約中 
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ミ豆度-時刻設定ポタン 

室温を rc づつ設定 
(自動運転） 

• 义力を調節 
(手動運転） 

• 時刻調節 

(時刻合せ、タイマー合せ） 


運転ランプ（レッド） 

>点打…運転中 

>点滅•‘ •消义後再点义したとさ 
(ス I -―ブがをえると点畑こ変わる） 


運転スイッチ 



運転の開始及び消义 


义力表示 


表示……手動運転中 


液晶表示部 


• 巧期表示 I - -- 1 の点滅(運転スイッチ切の場合） 

-電源プラグをコンセントに差し込んだとさ 
•停電後、再通電したとさ 
-時刻設定していないとさ 
•運転スイッチ「入」 

-自動運転…設定温度、現在温度表示 
-手動運転…义力を ——— ■■■で表お 
現在温度表示 

•時刻合せ、タイマー合せ…設定時刻を表示 

•運転スイッチ「切」 . 時刻表お 

• 「タイマー合せ」表示……タイマーの設定時刻を表示 

•チェックモード表示 . ス I ブが停止したとさ 

•何も表おしないとさ 
-停電中 
-省電力表示中 


0 0 


ご使用前に 
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■ほ用前の準備 


■燃料 


■点乂前の準備と確認 


• 燃料は必ず巧油 (J 旧1号灯油)を使用してくだ 
さい。 

■変質巧油、ミちれたな油、水の混じっているな 
油などは絶対に使用しないでください。 

点义、消'义しにくくなったり、燃焼び悪くな 
ってすすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

■給油 

給油はスIブを消火してか5行ってください。 


1油タンクの送油バルブを閉める 


2 油タンクの給油□ふたを外し、 
給油する 


* 油量計の表示び n 雨」の印ムソ上には絶対 
に入れないでください。。 



〇給油□ふたを確実に閉める 


4 こぼれた I 打油はよ<ふきとる 



•油タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとストーブより r ボン」と 
音びしたり、すすび発生し、故障の原因になり 
ます。 

• 給油するとさは、ごみなどび入5ないよラま 
意してください。 

燃焼不良の原因になります。 


1定油面器ま全装置のセット 


■初めて使用するとさやシーズン初めには、 

U セットボタンを押してください。 

据付けや、スI-ーブに強い振動をあたえた 
とさ、定油面器の安全装置び作動して、油を 
流しません。 

点火操作後、油タンクに灯油び入っていて 
も 『E-03』『E-33』『E-0 己』 『E-3 己』のチ 
エックモード表示び出たとさは、運転スイ 
ッチを一度「切」にして対流用ファンび停 
止した後、再び運転スイッチを「入」にし 
てか 5U セットボタンを巧して、を全装置 
を解除してください。 

リセットボタンを軽く巧し、 

すぐ指を離す 




• IJ セツトボタンは燃焼 
中、むやみにさわ5ない 
でください。 

•絶対に カラーを かして、 
押さないで < ださい。 
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油漏れの確認 

ゴム製送油管やストーブの置台に油漏れ 
びないか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポット支店-営業所へご連絡 
ください。 



4 給気ホース-排気管の接続の確認 

•給気ホース-排気管び正しく接続されて 
いるか確認してください。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏 
れて、大変危険です。 



準 

備 


3 ストーブ周囲の確認 

•ストーブの周囲及び給排気筒トツプの周 
囲に弓I火物や可燃物びないか確認してく 
ださい。 


义災や予想しない事故び発生するおそれ 
びあります。 



5 電源プラグの接続 

•電源プラグは10 0V の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 
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■ 使用方法 



省電力表示について 

運転スイッチび「切」でストーブび停止中、ボタンを巧さない状態び2分じ(上続くと省電力表示となり、 
表示部の表示び全て消えます。この状態か5操作する場合は、いずれかのボタンを一度巧して表示部を 
表示させた後、各操作を行ってください。 


■点乂 





•点火の際には、のぞさ窓より着火を確認してください。着火しない場合は、油タンクの送;'由バル 
ブの開放や定油面器の U セツトボタンを確認してください。 


•運転スイッチを「入」にし、液晶表示部に 『E-19』 のチェックモードび表示された場合は、排気 
管の接続び不十分であったり、排気管抜け検知 IJ- ド線び正しく接続されていないためです。 

運起スイッチをいったん「切」にし、スI -- ブび停止したのち点検し、確実に接続してか！5、運 
転スイッチを「入」にしてください。 

•始めてのご使用時や試運転時、および油切れ時などに送油経路の空気巧さび不十分な場合には点 
火安全装置や燃焼制御装置び作動し、 rE-03J『E-33』『E- □己』 『E-3 己』のチェックモードび表 
示されることびありまず。この場合、運転スイッチを一度「切」にして対流用ファンび停止した 
後、再び運転スイッチを「入」にしてか5十分に空気抜きを行ってください。 （38 ぺージ参照） 
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口 000 

自動'手動設定切換タイマーセーブ 


現超温 ほ/弱高/強 



I ?しに •[! 


■乂力調節 但動運乾 



セツトした温度になるように、义力を自動的に調節します。 


1 手動運転で义力表示が表示されている場合、 
自動.手動ボタンを巧す 

•火力表示び消え、設定室温び表示されます。 




設定室温現在室ミ品 


•三•化!] 


温度-時刻設定ボタンの『▼』『▲』を押し 
て、お好みの室温を設定する 

• 『▼』又は『▲』ボタンを巧すと1でづつ変化しまず。 

■室温の設定節囲は「12〜32」ででず。 

•現在温度は「己〜3己」での範囲で表示されます。 

ただし、現在温度び己で未満で「1_〇」、3已でを超えると 「H i 」の夕字表示となります。 
•設定室温の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしち室温と一致しません。 
•設定室温は一度セツトすれば記憶されますび、停電の場合には解除され自動的に「24」でに 
セツトされます。 


ほ/弱高/強 

( ▼ 

▲ ) 

時 

分 

I 


■ I 手動運乾 1•セツトした劾で運転を続けます。ま温調節はしません。 


1 自動運転で火力表示が消えている場合、 
自動.手動ボタンを巧す 

•义力表示び表示され、設定室温び消えます。 

ベ温度*時刻設定ボタンの『▼』『▲』を 
f 巧して、お好みの义力に合せる 


自動/手動 


* 火力は-び1個（最ル）か56個（最大）の巨段階で表示されます。 
•出荷時の火力は———麵にセツトしてあります。 

■火力は一度セツトすれば記憶されますび、停電の場合には自動的に自 
動運転の「24」でにセツトされまず 



ほ/弱高/強 

( ▼ 

▲ ) 

時 

分 




•燃焼中に炎びかたよったり、ホ火び混ったり、また上下変動することびありまずび、異常ではあ 
りません。 

■ス I ブの前面には温風をさまたげる障害物を置かないでください。 

障害物びあると温風び回り込み室温調節び正しく働かない場合びあります。 

• 燃焼中 r カチカチ」音びすることがありますび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 

• 燃焼中に火力び変わ5ないにち関わ5ず対流用ファンの音び大さくなることがありますび、スト 
-ブの特性上のちのですので異常ではありません。 

■室温調節び正しく働かないとさは、室温サ ー5 スタ（ルームセンサー)を適当な場所に移動して 
ください。 

■室温サーミスタ（ルームセンサー)は直接ストーブに取り付けないでください。室温調節び正し 
く働かないだけでなくセーブ運転の場合、室温より高い温度で感知し、点火•消火を頻繁にくり 
かえして故障の原因になります。 
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I 使用方法っが 



1 


■消乂 



運転スイッチを再度巧して、「切」に 
する 

•運転ランプと表示部のバックライト 
び消灯します。液晶表示部び温度表 

。か 

設定室温現在室温 


午前 i 狂3日 


示か5現祖き刻表示に切換ります。 

I 



〇油タンクの筋由バルブを閉じる 



3 消火を確認する 

• 対流用ファンはス I ブび冷えるまでの約8分間回りつづけます。 



•長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
• 電源プラグは対流用ファンび停止してか5抜いてください。 

•電源プラグをコンセントか5抜いて運転を停止しないでください。 

•ス1ブび過熱し、故障の原因になります。 

•お出かけになるとさは必ず消火してください。 

運転スイッチを「切」にしてください。 
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■使用上の注意 


高温部にミ主意 

•ス I ブの温風吹出□は高温になりまずので、やけどにま意して 
ください。 

特にお子さまをス I ブに近づけないでください。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 

給排気筒トップや排気管は高温です。やけどに注意してください。 


温風に直接あた5ない 

•温風に直接長時間あた5ないでください。 

低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。特に体力のな 
い病人、乳幼児、お年寄りには、まわりの人び注意してあげて 
ください。 


給排気筒トップ閉そくを険 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれたままで使用しないでくだ 
さい。ふさびれているとさは、除雪してください。 

開そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 


雷時のま意 

雷び接近したときは、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
激しい雷の影響でス I -ーブび故障するおそれびあります。 


•シーズンオフのよラに長期間使用しないとさは電源プラグを抜いてください。 


•ストーブ前面付近は、温風び熱いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 


燃料を途中で切5したり、送油ノ（ルブを閉じたまま燃焼しますと、消えるとさに / J け暴発音を発 
することびあります。 

燃料を切5さないよラにしてください。 また、 送油ノ（ルブが開いていることを確認の上点火し 
てください。 
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I 使用方法っが 



■時刻台せ 

• はじめて使用するとさや停電後、表示び L - - - h 与なっている場合には、時刻合せを行ってください。 


停止中でを運転中でち合せることびでをます。 

1 設定切換ボタンを巧して、「時刻合せ」を 
表示させる 



時刻合せ午後 

設定切換 



2 温度*時刻設定ボタンの『▼』『▲』を巧す 
• ボタンを巧しつづけると早送りになります。 


■タイマー運転 ^イマー時刻合せ I 

• おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運睹を開始します。 


ほ/弱高/強 



時 分 


停止中でち運輯中でち合せることがでさます。 

1 設定切換ボタンを巧して、「タイマー合せ」 
を表示させる 


一 

午前 

V y 

設定切換 

タイマー合せ 


2 温度*時刻設定ボタンの『▼』『▲』を巧す 

•分は已分さざみで動さます。 

• ボタンを巧しつづけると早送りになります。 
■タイマー時刻は一度セットすると記憶されま 
すので、次か5セットする必要はありません。 
• 停電びあると記憶び解除されます。 

再セツトしてください。 


ほ/弱高/強 



時 分 
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口〇 ロロ 

自動'手動設定切換 タイマ- セ--ブ 


度定ま温現超温 ほ/弱高/強 


53G 


4 3 4 



タイマー待機時の/ v ’ ックライト(照明)調舊について 
タイマー待機時のノ（ックライト(照明)の明るさ調整びでさます。 
L ソ下の手順を参考に設定してください。 

① 運転スイッチ「切」時にタイマーボタンを已秒じ(上押ず。 

② 液晶表示部び 「L - 1」へ切換わります。 

③ 「し1」の状態か5『▼』、『▲』を押す毎に 


^ r し0」二「し1」二「し2」二「し3」马 
と切換わりまず。 

④設定したい内容を表示させて設定切換ボタンを巧し、 
通常の表示に戻せば設定完了です。 


設定室温現を室温 



_ - 1 





※出荷時は、「し1」に設をしていまず。 


R ちづ 

「し1」 

1■し2」「し3」 

バックライト 
{ 照明 )0 FF 

出荷時 
パ 

ックライト 
照明 )0 N 


-明 


■タイマー運転 タイマー点义 
1油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを押して、「入」にする 

• 運転ランプと表示部のノ（ックライトび点：打します。 
•燃焼中にセットする場合、運転スイッチを「入」 
にする必要はありません。 





タイマーボタンを押す 

•タイマ— ランプが点'なします。 

•10 秒間液晶表示部に「タイマー合せ」 
とタイ7—時刻を表示します。 

• タイマー時刻合せびでをます。 



設定室温現在室温 

午前 1— •こ 

タイマー合せ 

1 し 







4 お好みの運転を予約する 

自動/手動運転. セーブ 運転の予約びでさます。 

•セーブ運転はタイマーセツトをしてを解除されません。 
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I 使用方法っづさ 



1 


■タイマーセツトの解除 



運転スイッチを再度巧して、「切」にする 
• タイマーランプび消巧しまず。 

省電力表示か5運輯スイッチを「切」にする場合 
液晶表示部に現在時刻び表示されます。 



お願い 


•タイマー時刻前に点火する場合は、再度タイマーボタンを巧してください。（タイマーランプび消 
巧します。） 

省電力表示か5点火する場合は、タイマーボタンを2回巧してください。 （1 回目で液晶表示部び 
表示し、2回目でタイマーランプび消'なします。） 



•時刻合せをしていないとタイマー運転はでさません。先に時刻合せを行ってください。 

(1 日ぺ—ジ参巧） 

• タイマー点义をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他危険な状態のないことを確認して 
ください。 

•おでかけのとさはタイマー点义をしないでください。予想しない事故び発生するおそれびあります。 
•停電したとさや運転中にチェックモードを表示されたとさは、タイマー運転は解除されます。 
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■セーブ運転（自動運転時） 

•比較的暖い時期の場合など、設定室溫より室溫が上がりすざるとさにご使用ください。燃焼•消义をくりかえし、室溫を調節します, 



セーブ ボタンを巧す 

• セーブランプび点'灯します。 

• 室温び設定室温より約2で上昇したときは、セーブランプび点滅となり、 
この状態び2分間続くと消火になります。 

再点义は室温び設定温度に下びつたとを、セーブランプび点滅か5点 
巧に変わり、点火になります。 

•セーブ運転は燃焼-消火をくりかえしますので室温の変動び大さくな 
りまず。 



■セーブ運転の解除 

1 セーブボタンを再度巧す 

• セーブランプび消灯します。 


セーブ 


■セーブ運起は一度セツトすると記憶されますので、消火してを解除されません。 
•停電したとさは、セーブ運転は解除されます。 
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I 使用方法っが 



■チャイルド□ック •子供などによるイタズラを防止しまず。 

1 温度-時刻設定ボタンの『▼』『▲』を3 
LU 上同時に巧す 
• 「■♦」マークび表示されます。 

•運輯スイッチを「切」にするじ(がのすべ 
ての操作びでさません。 


■チャイルド□ックの解除 

1 温度-時刻設定ボタンの『▼』『▲』を 
再度3秒] U 上同時に巧す 
• 「—《」マークが消えます。 



■停電したとをや運転中にチェックモードび表示されたときは、チャイルド□ックは解除されます。 



時 分 


低/弱高/強 



時 分 
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まき装置 

•異常が生じたとさ、自動的に消义ずる装置です。 


•ま全装置げ作動した場合、運転スイッチを「切」にし、ストーブが冷えてか!5下記の処置をしてください。 


ま全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

対 震 自動消乂装置 
地震（震度已程度 L ソ上）のとを 
•強い振動や衝撃を受けたとを 


ス1-ーブの周囲や給気管-排気管のがれ 
やゆるみ、油漏れなどの異常びないことを 
確認し再点火操作してください。 

停電を全装置 

•停電したとを 

•電源プラグび抜けたとさ 

E-0 0 

通電後、再点义操作してください。 

過熱防止装置 

• 対流フィルタや対流ガードにほこ 
りびたまったり、対流フィルタび 
カーテンなどでおおわれたとを 

IE-0 n 

対流フィルタや対流ガードの掃除や障害 
物などの原因を取り除いてか5再点火操 
作してください。 

点义を全装置 
点义不良 

E-G3 
£-3 3 

次のことを確認し、再点火操作してくだ 
さい。 

•油タンクの送油バルブび閉じ5れてい 
ないか。 

• ゴム製送油管に空気だまりびないか。 
(38 ぺージ参昭 ') 

• 定油面器の安全装置が作動していないか。 
(1 3ぺージを昭） 

• 再びチエックモードび表示される場合 
には、お買い求めの販売店又は最寄り 
のサンポットま店-営業所へご連絡く 
ださい。 

燃焼制御装置 
•途中で火び消えたとさ 

E-G5 
E-3 5 

不完全燃焼防止装置 
• 不完全燃焼になった排ガスび 
室内に漏れたとを 

積算作動回数1〜2回 

E-CC 

'5 - わ , し' 

次のことを確認し、再点火操作してくだ 
さい。 

• 排気管びがれていないか。 

に已ぺージ参昭 ') 

• 給排気筒トップの先端びかれていない 
か。 

に已ぺージ参昭 ') 

• 再びチエックモードび表示される場合 
には、お買い求めの販売店又は最寄り 
のサンポットま店-営業所へご連絡く 
ださい。 

【連続不完全燃焼通知機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置び 
作動したとさ 

積算作動回数3回 

[[[[ 

(点滅） 

【再点火防止機能】 

連続して不完全燃焼防止装置び 
作動したとを 

積算作動回数4回 

(点巧） 

室内の換気を行い、お買い求めの販売店 
又は最寄りのサンポットま店-営業所へ 
ご連絡ください。 

「」が点なするとストーブび使用 
でさなくなります。 
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その他の装置 


点検.手入れ項目 

方 

法 


給気ホース 

排気管 

• 給気ホース•排気管の接続箇所びか 
れていないか点検します。 

給気ホースびが気管にあたってい 
ないか点検します。 

嬌 

う:に 

扳， 


給排気筒トツプ 


室かの給排気筒トップび鳥の巣や 
ビニール袋などでふさびれていな 
いか点検します。 


\ 


を 


〇〇 


貫 


油漏れ•油のたまり- 
油のにじみ 

周囲の可燃物•引义物 


• ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
のたまり、油のにじみびないか点 
検します。 

• ス I 'ーブの上や周囲-給排気筒卜 
ップの周囲に可燃物、引火物びな 
いか点検します。 




排ガスの漏れ 


I 排ガスのにおいや、目びチカチカ 
しないか点検します。排ガスび漏 
れていますと危険です。 


給排気筒トツプ 


I 給排気筒トツプび雪や氷でふさび 
れていないか点検します。ふさび 
れていると異常燃焼することがあ 
り危険です。 


ノ、 

旬。 

1 

© 

由 





日常の点が手入れ 


■点検-手入れのときのを意 


I 必ず運転スイツチを r 切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブびをえたげ態で行 
つて< ださい。 


■点検•手入れの必要項目、時期、方法 



装置のなまえ 

•作動の原因 

チェックモード 

処置のち法 

扫戶気管巧け検知装置 

•排気管接続部のかれ 
• 排気管おけ検知 U — ド線びかれ 
たり断線したとさ 

E- 1 3 

排気管や排気管抜け検知 IJ ー ド線を点 
検し、確実に接続してか5再点火操作 
してください。 


期 

寺 

日 


シ—ズンはじめ 


使 


用 


ご 


と 
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点検-手入れ頂目 


方 


法 


対流フィルタ 
対流ガード 


I ストーブ背面の対流フィルタ、対 
流ガードに付いたほこりを掃除機 
などで取り除きます。 


対流ガード 



ストープ外観 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントよ〇 
巧いてか5行ってく 
ださい。 


’ストーブ-置台などのほこりやミち 
れは、乾いたやわ5かいななどで 
されし M こふをとります。 

’シン ナー •アル コール •ベンジンな 
どは使用しないでください。 


ゴム製送油管 


• ゴム製送油管にひび割れが生じて 
いないか点検しまず。 

• ゴム製送油管は経年変化しますの 
で3年に1度新しい物に交換して 
ください。 

• 交換はお買い求めの販売店に依頼、 
又は最寄りのサンポットま店•営 
業巧にご相談ください。 



電源プラグ 


•電源プラグにほこりび付着していないか点検します。 


油タンク 


>ミ由タンク内に水やごみびたまって 
いないか点検します。 

•ミ由タンク内の水抜さ、ストレーナ 
(ろ網）の掃樹ま、油タンク附属の 
取扱説明書にしたびって行ってく 
ださい。 



期 

寺 

日 


週に一回む上 


月に1回似上 


-~シーズンに2〜3回 


給油のとき 


点検.その他 
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■定期点巧 


サンポット密閉式石油ストーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品び 
ありますので、修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) で行ラ技術管理 
講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 

2シーズン毎に1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検び必要となりますのでお買い求めになった販売店にご相談ください。 


定期点検 


定期点検は専門の技術者が、設置状態、給排気まわりの点検-安全装置及び運転動作の点検-確認、 
使用時間により消耗劣化しやすい部品の点検等を行います。 

安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですか5必ず受けてください。 


お申し込み巧 


お客さま^お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用につし)てはお買し)求めの販売店又は最寄りのサンポットミ店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理等が必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相談 
申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、給が気まわりの 
点検-確認 

• 製品の設置-使用状態 • 送油経路部の油漏れ （ ゴム製送油管含む） 
■給排気筒接続とつまり 
•給排気筒トップのつまり 

安全装置及び運転動作の点 
検-確認 

•安全装置の働さ •運転動作の点検 

•操作部品や動く部品の働さ 

環境-使用時間により劣化 
しやすい部品の点検-交換 

•点义ヒータなどの点検 

•給排気部品-排気管接続用 ou ングなどの点検 
• ノ（ーナ-燃焼 U ングなどの点検 
• 各種送風機の点検 • 各種パッキンの点検 

製品の清掃-壁備 

• 本体内 • 対流ガード•ファン 

•対流フィルタ ■油タンクの水おさ 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法 


なのような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

义 

時 

為 

义 

時 

巧めて使用ずるときやシーズン 
始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

異常ではありません。 

「ピチピチ」や「カンカン J と 
いラ音がずる 

本体内部の加熱-:令却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

点义時に r ポン J という音がする 

着火音で、異常ではありません。 

「カチン」といラ音がする 

電磁弁の作動音で、異常ではありません。 

1 が 

れ II 、 

焼 

時 

青炎の中にホ义が混じる 

異常ではありません。 

炎の一部が揺らぐ 

異常ではありません。 

「カチカチ」といラ音がする 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 


点検.その他 
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I 柳！•異常の見分け方と処置方法っづき 


異常び生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

な 

し 

な 

い 

点 

义 

し 

な 

い 

炎 

が 

立 

上 

が 

る 

液晶表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

£-0 0 

£-0 3 
E-0 5 

と--パ 

E-3S 

F-r r 
E-b h 
[[[[ 
(お W 

卜 ue 

と-- G 17 

E- ! 3 

% 

F ! し 

電源プラグがコンセ 
ントか!5巧けている 

♦ 










電源プラグをコンセン 
卜に確実に差し込む 

14 

油タンクにな油びない 


• 



• 






油タンクに給油する 

13 

停電があった 




♦ 







運転スイッチを巧し 
なおす 

24 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


• 



• 






送油パルブを開く 

24 

定油面器のまま装置 
び作動している 


♦ 



• 






IJ セットボタンを押す 

13 

対流フィルタや対流ガー 
ドにほこりびたまっている 








• 


• 

掃除する 

24 

26 

対流フィルタびカーテ 
ンでふさがっている 








• 


• 

力ーテンを取り除く 

24 

給排気筒トップの巧端 
がふさがれている 



• 



• 





給が気筒トップ先端 
のしゃ閉物を取り除く 

25 

地震や強い衝撃があ 
った 







• 




ス1 — ブ周囲、油漏れ、 
給排気筒を点検する 

24 

が気管が巧けている 






• 



• 


確実に接続する 

24 

25 


《『 fi ' ,：_』表示は温度と交互に表示します。（運転は継続します。） 


じ(上の方法で点検し、処置してちなお5ないとさは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのサ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとさには故障内容をできるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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■チェックモードに下記のよラな表示び出たときは、お買い求めの販売店又は最畜りのサン 
ポットま店-営業所へご連絡ください。 


j 

< 

i 

1 

r n n 广 < < 广 » i r < ~ 

- U J L 1 ! L •し し 'J 

r 1 n 广 1 r 广 ii 广 广 广 

1 U L f _ ! L J L し J < 

i c - u 二 

，し , J 

1 r r n 

f L J U 

■下記のチェックモード表示び出たときは、温度センサーの故障び考えられまずので、ス 
トーブの運転は継続できまずび早めの修理依頼をおずずめしまず。 


r U n 1 r u n j r ij n zi 广 
L mj 1 L 11 U L L i f U J し 

(温度と交互に表示） 

l-l 1:1 ，-l 


■下記のチェックモード表示び出たときは、対流フィルタや対流ガードにほこりび付着し 
てストーブ内部の温度び上昇していまず。このままの状態で運転を継続しまずと『<5-か7』 
を表示してストーブび停止ずることびありまずので、運転スイッチを一度「切」にし 
て巧流用フアンび停止した後、巧流フィルタや巧流ガードのそうじをしてから再び運転 
スイッチを「入」にしてください。 （26 ぺージ参照） 

※ストーブの使用状態•設置状態によって 『り ,1』表示び出る前に 『 f - G '7』 を表示し 
て停止ずる場合びありまず。 

1-1 1_ (温度と交互に表示） 


点検.その他 
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I 柳！•異甫の見分け方と処置方法っづき 


このような現象のときは使用を中止し、 

油タンクの態由バルブを閉じて販売店にご連絡ください 

•使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のよラな現象び見5れる場合には使用を中止し 
て、必ずお買い求めの販売店に修理依頼、又は最寄りのサンポットま店•営業所へご相談ください。 


がガスのにおいがしたり、目がチカチカする 
• がガスが漏れているおそれびあります。 

排ガスび室内に漏れていますと、危険です。 



黒煙を出して燃える 
•燃焼び異常になっています。 


t 



点义•燃焼•消义ずるときに「ボーン J という大きな音びした 
•ストーブび損傷したり、パッキンび飛散し 
ているおそれびあります。 




パ 


g 



置台に油が漏れている 
• 送油配管より油び漏れています 
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細交換のしかた 

• 経年により消耗、劣化しやすい部品びあります。 

■異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険です。 

• 修理資格ち〔(財)日本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕 
び修理いたします。 


■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換が 
必要な部品 

点火ヒ-夕.が気管接続用 □ リング （ J 旧 B 24014種 D P 40) 

燃焼リング-各種ノ くッキン 

環境により劣化しやす 
い部品 

給排気筒系部品-制御基板-燃焼用送風機-対流用送風機 
ゴム製送油管 

不良'灯油を使用されて 
ち化しやすい部品 

電磁ポンプ-定油面器-電磁弁 


■不完全燃焼防止装置（検知部） 

• 不完全燃焼防止装置の検知部は、有効期限までに交換び必要になります。有効期限を過ざると検知部 
の感度び鈍くなり、不完全燃焼防止装置び正常に作動しないおそれびあります。 

不完全燃焼防止装置（検知部）の有効期限は機器左側面に表示されております。 （34 ぺージ参照） 

なお、不完全燃焼防止装置（検知部）の交換は有料です。 

巧管(長期聞使用しない場を） 

•長期間使用しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントか！5巧く 

• めれた手で触5ないでください。 
感電のおそれびあります。 


2 ストーブ外装、対流フイルタ、対流ガードの掃除をする 

に己ぺージ参照） 


〇油タンクの送油バルブを閉じる 


4 ストーブは据付けたまま保管する 

•どうしてち取りかして保管ずるときは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 

•次シーズンに据付けるとさには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 

32 




点検.その他 


















型 

式 

の 

呼 

び 

FF -632 TL 

種 




類 

ポット式、強制給排気お、強制対流形 

点 

义 


ち 

式 

電気点义 

使 

用 


燃 

料 

な油 （ J に1号な;'由） 

燃料消費量 

最 

大 

6.00 kW (0 .己 83 L / h ) 

最 

ル 

1.已 4 kW (0.1 已 L / h ) 

结 

熱 

量 

最 

大 

21.590 kJ/h 

最 

ル 

己，己 60 kJ/h 

熱 

効 

率 

最 

高 

8ス0%(最大燃焼時） 

最 

ほ 

8ス0%(最ル燃焼時） 

暖 

房出 

力 

最 

大 

5.22 kW 

最 

ル 

1 .34 kW 

が 

お 


ゴ 

法 

高さ6日 0 mm 幅490 mm 奥巧 307 mm (置台を含む） 

質 量 

20 k 旨 

電源電圧及び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

定 

格消 

費電 

力 

最大（点火初期に短時間発生） 63日/630 W 

，点火日寺33己/33己 W |よ然焼日寺 43/43 W 

待 

機時 

消 

費電 

力 

0.5/0.5 W 

給排気筒の型式の呼び 

FWT -6 W -1 

給 

排気筒の 

呼び 

径 

D 40 

給排気筒の壁貢适部の孔径 

色7〜 80 mm 

m 

気 


旧 

/nn 

度 

2目日で似下 

電 

流ヒ 

コ 


ズ 

筒形 20 mm 1日八 

ま 

を 


装 

置 

巧震自動消'义装置、停電を全装置、過熱防止装置、点义安全装置、燃焼制御装置、不完全燃焼防止装置 

そ 

の他 

①装 

置 

排気管巧け検知装置 

附 


属 


品 

壁固定金具（2)、延長用短管（1)、ワイヤーバンドル（2)、ワイヤーバンド大 
(1)、給排気筒セット（1)、排気管断熱カバー(1)、ストッバーリングに）、 
4 X 2 已タッピンねじ巧）、取扱説明書（1)、工事説明書（1)、な証書（1)、 
特定保守製品説明書（1)、所有者票（1)、保護シール （1) 
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■ァフタ-ヴ-ビス 

■保証について 


•保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
てください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼するときについて 


「故障.異常の見分けちと処置ち法」に従って点検してください。処置してちなおらないとを 
は、使用を中止し、おず電源プラグを巧いてか!5、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポット支店-営業所へご連絡ください。 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店が修理いたします。 


チェックモー ド表示 


型名 


有効期限 

シール 


• 保証期間び過ざているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用できる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

■修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

■ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せください。 


■補修用性能部品について 


* 密閉式石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後10年です。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 
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ご連絡していたださたい内容 

ご住巧 


おなまえ 


電話を号 


製品名 

密閉式石ミ由ス1-ープ 

型 名 

FF -632 TL 

お買い上げ日 

年月日 

が障又は 
異常①巧容 

できるだけ詳しく （表示部のチェック 
モード数字など）お知5せください。 

訪問ご希望曰 




点検.その他 































据付け-巧設 


■据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

据付けや移設工事は販売店又は据付業をに依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 

■据付け場所の選定及び標準据付け例 

据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 
工事説明書の r ま全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業ちとよく 
ご相談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 


【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

•ス I ブち側面と壁面は保守点検のため SOcmULh 離してください。 


可燃物 



10 cm 
iU 上 


壁固定金具 


• 上図では可燃物までの離隔距離を示していますび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 


10 C 

む」 

ち - 


可燃物 



/ 1 /// 
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【給排気筒トップから周囲の可燃物までの離隔距離】 


• 給排気筒トップは上方及び両側に気流を旧 
止する障害物がないこと。 

■雪のをい地方では、最高積雪面より已 Ocm 
ムソ上離れる場所に、給排気筒を取り付けて 
ください。 

* 不燃物の場合でち性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 


可 

10 cm 燃 



ま （《）60 cmULh の寸法は、不燃材を 
使用する場合は 30 cm しん h とする。 


■給排気筒を延長する場合の注意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 巧びりな下で取り付けられる場所を選定してください。 

• 附属の延長用短管を取り付けてください。にの場合、ストーブと壁面との離隔距離は1己 cm になります。) 


■積雪地区におけるミ主意 



I 据付けか終わりました5、もつ一度、工事説明書の r 女全のために必ずお守りください」を 
お読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付け5れているかどうかを確認して 
ください。給排気筒を延長設置している場合、延長長さは SmliTF 、 巧びりは3箇所な下と 
して < ださい。 

I 室温サーミスタ（ルームセンサー）はス I -ーブよりがし、部屋の温度を代表できる壁面に 
ピンなどで固定されているかを確認してください。 


積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないような取付場所を選定してくだ 
さい。また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすこと 
びあります。 

■据付け後の確認 


可燃物 

クク^ク\ク\/ 


\\\\\\\\\\\\\/ 

可燃物 


点検.その他 
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I 据付け-巧設っづき 



•始めてのご使用時や試運転時、および油切れ時などに送油経路の空気抜きび不十分な場合には点 
火安全装置や燃焼制御装置び作動し、 rE -03 J 『 E -33』[ E - OSJ 『 E -3 己』のチェックモードび表 
示されることびあります。この場合、運転スイッチを一度「切」にして対流用ファンび停止した 
後、再び運転スイッチを「入」にしてか5十分に空気抜さを行ってください。 


■試運転 

試運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ず行ってください。 


運転準備 


1 油タンクに給油する 

(1 3ぺージ参照） 




3 定油面器のリセットボタンを巧す 

(1 3ぺージ参照） 



確認 

• ミ由タンクや送油管 • ゴム製送油管から油漏れがないか。 
•置台の上などに油びこぼれていないか。 
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1 運転スイッチを押して、「入」にする 

• 運転ランプと表示部のノ（ックライトび点灯します。 

• 2 〜4分予熱後、着义します。 

予熱後、対流用ファンび回り、約2分間予備燃焼を行います。 

ゴム製送油管内に空気びたまっていることびありますので、 

運転スイッチを「入」にしてか5、ゴム製送油管を振って空気を抜いてください。 


IT 肖义 ] 

1 運転スイッチを再度巧して、「切」にする 

• 運転ランプと表示部のノ（ックライトび消灯します。 

• 対流用ファンはス I ブびをえるまでの約8分間回りつづけます。 

正常運転の目安 

• 正常運転の目をとして31ページのよラな現象がないことを確認します。 



•ス I -ーブより煙やにおいび出ることびありますび、燃焼室の塗装やパッキン類び焼けるためで 
異常ではありません。 

最大燃焼で数十分運転すると消えますので、部屋の換気をしなび5試運転してください。 


点検.その他 
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困911ポ! Jh な巧を巧 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前9時か5午穫5時まで〕 
00198-37-1177 FAX .0198-37-1 192 


、 

札幌支店 

〒〇目日•日 042 

ノ 

札幌市東区本町2条 10 TS 1 番2日号 

aOl 1-785-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業所 

〒日8日-日0巳1 

訓路市光陽巧8番1号 

00154-22-5821 

FAX .0154-32-2289 

帯広営業所 

〒〇日日-日目01 

帯広市東1条南 25 T 目12番地 

00155-22-1335 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

〒日 78-8237 

巧リ1市豊岡7条目 T 目6番1日号 

巧 日 1 日日- 34-8 日 3 目 

FAX .0166-39-21 57 

函館営業所 

〒日 41- 日8巳] 

函館市本通 4 T 目17蚕2已号 

巧 日 13 目-巳 3-2 巳 83 

FAX .0138-33-21 80 

仙台営業所 

〒日 83 •日 034 

仙台市宮城野区覇巧 4 T 目2番40号 

0022-236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

〒日目 3-8041 

郡山市冨田巧字音路1番地109 

0024-962-9288 

FAX . 日 24- 日日 2-92 日日 

青森営業所 

〒日 3 日-日 131 

青森市問屋町 2 T 目18番18号 

巧 日 17-738-4141 

FAX . 日 17-738 -巳 3 日 4 

秋田営業所 

干01 日-日日 14 

秋田市保戸野千代田町1曰番17号 

巧 日 18-824-3421 

FAX .018-824-3423 

岩手営業所 

〒〇巧-日 301 

巧巻市北 湯 □第2地割1番地2巨 

巧 日 1 日 8-37- 113 日 

FAX .0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干3 已 2 -日〇日 1 

新座市東北 2 T 目24蚕3号 

巧 日 48-471-8420 

FAX . 日 4 日- 47 日- 1141 

信越営業所 

干381 -日 03] 

長野市大字西尾張部1 ] 14番地已 

0026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒巳目 4 -日〇己 3 

吹田市江の木町18番27号 

巧 日日-日 337-32 11 

FAX . 日日-目 337-32 12 

冨山営業所 

〒日 39-82 に 

冨山市掛尾巧47日番地4 

巧 日 7 日 42 日- 2 日 77 

FAX . 日 7 目- 42 日-の 38 

サンポットエンジニアリング株式会社 



サービス部 

〒〇目 5-0042 

札幌市東区本町2条 10 TS 1 ま2日号 

aO 11-785-1201 

FAX .011-780-2338 

胎サ-ピスセンタ- 

〒日 83-0034 

仙台市宮城野区覇町 4 T 目2蚕40号 

巧 日 22-232- 147 日 

FAX .022-238-9843 

青森サ-ピスセンタ- 

干03日-0131 

青森市問屋巧 2 T 目18ま18号 

巧 日 17-738-44 14 

FAX .017-738-441 5 


サンポツトホームぺージ http :// www . sunpot . coJp / 


事業所名*住所*電話番号は変更することがあります。あらかじめ了承願います。 


愛情点検 


り 


♦長年ご使用の石油暖房機の点検をぜひ！ 


ご使用の際、 
こんな症伏は 
ありませんか？ 


参油漏れびある。 

♦排ガスのにおいがしたり、 
目がチカチカする。 

♦運転中異常な音がする。 
•黒煙を出して燃える。 

参その他の異常や故障びある。 



このよラな場合、事な防止のため使用をせずス 
イツチを切りコンセントから差し込みプラグを 
巧いて、おずおホめ①販売店または石油機器技 
術管理±や点検整備±に、点検修理をご相談く 
ださい。ご自好での修理はを険な場合びありま 
ずから、絶巧なさらないでください。 


ご購入（据付）年月日 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


4 V 7 K た75苗爾测肅巧巧製盘嚇 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400040已〇〇 
0330 






















